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【本日の説教要旨】  「苦しむ者、貧しい者に」    申命記 15:1-11 
マルコ 14:3-9 

「わたしは、憎しみ、暴虐、そして正義を求める叫び声(の原因)を取り除いた。
私は国王として正義を確⽴した。」メソポタミヤのウルナンム王が紀元前 2090 年
ごろ作らせた、世界で最も古い法典の⼀部です(粘⼟板破⽚)。法典では王の主要な
務めは国家の防衛と国⺠のための豊穣と「正義」の維持がありました。ここでの「正
義」は社会正義のことです。孤児や寡婦に代表される社会の中で弱い⽴場にある⼈
たちを、強い⼈たちの搾取や抑圧から守り、その正義が強い⼈たちに踏みにじられ
たとき、それを回復することが王の務めでした。 
「あなたは、７年の終わりごとに負債を免除しなければならない」(申命記 15:1)。
負債は⼈⽣にのしかかる重⽯

お も し
です。錘＝おもりのついた綱です。この綱が⼈にから

みつくと、綱は⼈を底なし沼に引きずりこみ⼈を壊し、社会を窒息させ、国を滅ぼ
します。負債は個⼈的にも社会的にも深刻な問題です。 

イスラエルでは「7」という数字は特別の意味を持っていました。⼀週間は 7⽇、
そのうち 6⽇間は労働⽇、7⽇⽬は労働から解放される安息⽇でした。この⽇は「神
＝ヤハウェ」のものでした。それは年にも適⽤されました。6年は畑に種を蒔いて
その産物を収穫し、７年⽬は休耕年＝安息年でした。この年の秋、仮庵祭に負債が
免除されました。実際には困難で 7の 7倍、49年の翌年＝５０年のヨベルの年ま
で延ばされた⽤です(レビ記 25:8-12)。 
イスラエルで負債の免除は社会的要請でも経済的理由でもなく、神＝ヤハウェの
命でした。なぜなら「この地から貧しい者がいなくなることはないので、私はあな
たに命じる。この地に住むあなたの同胞、苦しむ者、貧しい者にあなたの⼿を⼤き
く広げなさい」(申命記 15:8)と。⼈々がみな神の⾔葉に従えば「貧しい者は⼀⼈もい
なくなる」ことが期待されたのでしょう(申命記 15:4)。しかし、それはかなわぬこ
と、「この地から貧しい者がいなくなることはない」と、現実を⾒据えています。
聖書は理想や空想の世界を語ることはありません。常に⼈間の現実を⾒つめ、率直
に神の⾔葉を語ります。 

 「ナルドの⾹油」の出来事はユダヤ社会の⽬が、苦しむ者、貧しい者に閉ざされ
ていたことを暗に伝えています。負債は神の⾔葉への不服従です。最終的な負債の
免除はイエスによる免除＝葬りです。近代国家においても苦しむ者、貧しい者への
責務は、個⼈や篤志家、慈善団体ではなく、国の在りよう、政治の課題です。教会
は国の政治について、神ヤハウェから重い責任をゆだねられています。 
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【来週の礼拝司会者を決めましょう】 

① 和田智子 ②広瀬秀幸  ③吉田公子 ④伊藤知之 ⑤

山根耕平 ⑥岸澤恵美  ⑦高崎晋  ⑧山本潔  ⑨早

坂潔 ⑩荻野仁 

【集会統計】 

 

 

 

 

 

 

 

頌栄 キリストの平和が   

１．キリストのへいわが わたしたちのこころの 

すみずみにまで  ゆきわたりますように 

５．キリストのゆるしが わたしたちのこころの 

すみずみにまで  ゆき  わたりますように   

集会名 参加者 献 金 

主日礼拝 

（9月18日） 
 名 10.892円 

祈祷会 

 (9月21日) 

 名  

今年度
こんねんど

標語
ひょうご
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